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Ⅰ 「担い手経営安定新法」国会審議情報．

－衆議院農林水産委員会による地方公聴会が開催されました！－

「農業の担い手に対する経営安定のための交付金の交付に関する法律案 （担い」

手経営安定新法）の審議の一環として、一昨日４月１９日、北海道帯広市と宮崎県

宮崎市において、１０名ずつの２班に分かれた衆議院農林水産委員会の委員による

地方公聴会が行われました。

公聴会における意見陳述では、品目横断的経営安定対策が産地の努力を評価する

、 、 、との意見や 対策の交付金の現行水準の維持 過去の生産実績がない場合への配慮

認定農業者等の担い手育成の取組についての意見・要望がありました。

、 、 、 （ ）また 昨日４月２０日は 同委員会において 約５時間にわたって審議 ３回目

、 、 。が行われており 来週４月２６日には 参考人質疑が行われることとなっています

担い手経営安定新法の条文などは、こちらを御覧ください。

http://www.maff.go.jp/hourei/164jokai.html→

衆議院農林水産委員会における審議の模様は、衆議院のホームページから検索する

ことができます。

http://www.shugiintv.go.jp/jp/index.cfm→
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Ⅱ．地域の話題等

☆転作集団を核とした特定農業団体の育成！

（福島県会津地域、東北農政局発）

福島県会津地域では、平成１９年産から導入される品目横断的経営安定対策への

加入に間に合うよう、県会津事務所、市町村、ＪＡ、関係団体の連携の下、急ピッ

チで転作集団の特定農業団体化を進めています。

とりわけ、ＪＡあいづ管内では、実需・流通関係者や消費者の参画も得た運動展

開の下、責任体制を明確にした作業受託体制の整備、集団・団地化、乾燥調製体制

の整備など大豆生産への本格的取組を実施した結果、実需者の評価の高い良質な大

豆・大豆製品の安定供給体制が確立されました。

平成１７年度の大豆作付面積は１４０ha（対前年度３１％（３３ha）増 、単収）

もブロック平均（１４９kg/10a）を大きく上回る２３５kg/10aの実績を確保してい

ます。現在、本地域では、大豆の本作化を達成した余勢を借りて、品目横断的経営

安定対策の要件を満たす組織づくりに向け、意欲的に集落座談会が実施されていま

す。

福島県は、野菜・果樹・畜産等の水田作以外のウエイトが高い地域が多いこと等

から、水田農業の担い手確保に当たって取り組むべき課題が多く残されています。

県では、農地の利用調整等の進展の可能性が高いと見込まれる集落（地域）を特に

重点（モデル）的に支援する取組を進めていますが、上記のような会津地域での取

組成果が見本となって、他の地域に波及することが強く期待されています。

・問い合わせ先：東北農政局農産課（TEL：022-263-1111 内線4085）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

★集落営農の法人化で地域を活性化！

（長野県上田市、関東農政局発）

平成１８年３月１０日、長野県上小地域にある上田市西塩田地区で、農事組合法

人「西塩田活性化組合」が設立されました。平成９年に西塩田地区の全農家（２４

戸）で設立した西塩田地区営農活性化推進組合の「農作業専門部」が独立したもの

で、上小地域において任意の集落営農組織が法人化するのは初めてのケースです。

西塩田地区営農活性化推進組合は、将来の担い手の減少と高齢化による農地の遊

、 、 、休化を防ぐため 機械の共同利用を実施し 米や麦の収穫作業を受託してきたほか

そばの収穫・加工・販売、荒廃地対策として大豆のオーナー制度などに取り組んで

きました。平成１４年の役員視察研修を契機に法人化の学習と検討を重ね、この度

の法人設立に至りました。

同法人は 「経理・企画 「農作業受委託 「機械 「販売 「加工」の５部門、 」、 」、 」、 」、

を設け、西塩田地区内の農地約８０haの農作業を受託することとしています。将来

は農地の借入や農作業の全面受託のほか、そばなどの農産物の加工・販売や加工品
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の研究開発なども行う予定です。

同法人の設立は、平成１９年産からの品目横断的経営安定対策に対応したモデル

的な担い手組織として、周辺地域への波及効果が大いに期待されています。

・問い合わせ先：長野農政事務所農政推進課（TEL：026-233-2500）

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

Ⅲ．各都道府県の担い手育成予算のコーナー

今週は、関東から４県をピックアップして掲載します。

【茨城県】

・ 担い手農地利用集積促進事業 （2,895万円 （新規）「 」 ）

、 、担い手に対して 新たな利用権の設定等による農地の利用集積が図られた場合に

その面積に応じた集積促進費を交付

・ 集落営農組織化促進事業 （4,000万円 （継続）「 」 ）

将来の地域農業の担い手として集落営農を組織化しようとする地域に対して、集

落内の関係者の合意形成に向けた取組や集落営農組織が必要とする機械・施設の整

備等を支援

・ 買ってもらえる麦・大豆づくり産地育成事業 （1,017万円 （新規）「 」 ）

品目横断的経営安定対策に対応するため、産地改革に意欲をもって取り組もうと

する担い手がいる地域に対して、麦・大豆産地体制の整備や、品質向上のための分

析機器の導入等を支援

【栃木県】

・ 担い手総合支援事業 （1,392万円 （継続）「 」 ）

県及び地域の担い手育成総合支援協議会による、認定農業者の育成・確保や集落

営農の組織化等、アクションプログラムに基づく活動を支援

・ 集落営農組織育成事業 （1,018万円 （新規、一部継続）「 」 ）

、「 」 、 、集落営農の組織化を図るため 集落営農推進リーダー の活動 経理の一元化

法人化計画の達成を支援するとともに、普及指導員による集中的な技術・営農支援

活動を実施

・ 経営体育成事業 （276万円 （継続）「 」 ）

認定志向農業者に対する農業経営改善計画の策定支援、認定農業者に対する農業

経営改善計画の達成支援等を実施

・ 品目横断的経営安定対策緊急事業」(520万円)（新規）「

品目横断的経営安定対策に対応した麦・大豆の担い手を育成・確保するため、集

落営農の組織化や経営規模拡大、転作集団の取組を支援

【群馬県】
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・ 群馬県麦作等経営安定緊急支援事業 （1億1640万円 （継続）「 」 ）

品目横断的経営安定対策の対象となる担い手を緊急的に育成するため、以下の取

組を実施

① 集落座談会・研修会等による集落内の合意形成活動への支援

② 集落営農の組織化等に向けた相談役・調整役の委嘱・雇用への支援

③ 集落営農が行う米・麦・大豆の栽培管理に必要な農業機械の導入・整備への支

援

④ 品目横断的経営安定対策の対象者となることが見込まれる農業者等に農地の利

用権設定等を行った者に対する奨励金の交付

【埼玉県】

・ 農業経営体育成支援事業 （3,984万円 （継続）「 」 ）

企業的農業経営体の育成を図るため、以下の取組を実施

① 農林振興センターの普及指導員等が、個々の認定農業者の技術水準に応じた支

援や研修等を実施

② 県や担い手育成総合支援協議会等が、地域における育成すべき担い手を明確化

するとともに、認定農業者の育成や農業経営の法人化を推進するための普及・啓

発、専門家による経営指導を実施

③ 先進的で収益性の高い「アグリベンチャー経営」を育成するとともに 「ベン、

チャースピリット」の醸成を図るため、創造的、革新的な起業活動を支援

・ 集落営農育成緊急支援事業 （3,250万円 （新規）「 」 ）

集落営農を育成するための推進大会を開催するほか、経理の一元化、農業用機械

の共同利用等、集落営農の組織化・法人化に向けた取組を支援

※ 各事業の詳しい内容については、各都道府県農政担当部局または各都道府県担

い手育成総合支援協議会にお問い合わせください。

━☆━━━━━━★━━━━━━━☆━━━━━━━━★━━━━━━━━☆━

＜編集後記＞

新年度が始まったばかりだと思っていたら、早いもので来週末からはゴールデン

ウィークです。４月５日からで始まった「担い手経営安定新法」の審議は、来週に

は参考人質疑が行われる予定となっており、衆議院での審議もいよいよ佳境に入っ

ていきます。

（ ） 、秋まき麦を作付ける方が収入変動影響緩和対策 ナラシ対策 に加入する場合は

この秋にいよいよ加入手続が始まる予定となっていますので、残された時間はあま

り多くありません。加入までの道行きを立て、国や各都道府県等の支援も活用しな

がら、着実にステップアップできるよう頑張りましょう！
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当メルマガでは、皆様に活用されるメルマガを目指し、担い手育成活動の優良事

例等を紹介していきます。皆様の地域での事例、ご意見、メルマガの感想等を下記

アドレスまでお寄せください。

▲ 電子出版：担い手育成・品目横断的経営安定対策推進メールマガジン

△ 発行日 ：随時発行（週１回程度）

△ 発行元 ：農林水産省 経営局 経営政策課

▲ お問い合わせ先の電子メールアドレス： keiei_seisaku@nm.maff.go.jp

☆このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから。

http://www.maff.go.jp/ninaite/mailmagazine.html→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

━◆ 農林水産省担い手ホームページもご覧ください！ ◇━━━━━

～品目横断的経営安定対策を含む担い手への支援策、認定農業者制度や集落

営農などの担い手情報満載！！～

http://www.maff.go.jp/ninaite/→

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━


